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 事務所通信 
 

 

ニュースから考える  

 

大晦日の『第 66 回
NHK紅白歌合戦』の司会
者と出場者が 11月 26日
に発表されました。総合

司会は黒柳さんと有働ア

ナウンサーで紅組は綾瀬

さん、白組は井ノ原さん

が司会を務めます。“選ばれた”出場者は全 51
組で詳細は新聞やテレビ等でご確認下さい。 
注目すべき点は 2012年のトラブル以降、紅白
への出場が無かった小林幸子さんが“特別枠”で

参加する事です。 
一年前のニュースをネットで調べると面白い

記事が出ていました。昨年の出場者発表があった

後、あるテレビ番組で明石家さんまさんが「小林

幸子さんと美川憲一さんが出てない紅白は、俺は

ちょっと許せない・・あんだけ紅白支えてきた 2
人を外すって...」と苦言を呈したところ、小林さ
んは「紅白については 33回もやりきったので未
練はありません。今は新しいことにチャレンジす

るのが楽しい。進化するラスボス※の姿を見せま

す」と、余裕のコメントを出していました。 
それから一年、ＮＨＫが小林さんに“特別枠”

での参加をお願いしたようです・・。 
 
※ゲーム等の最後に登場する最強の敵キャラ 

 

1分でわかる業務カイゼン 

 

オタク界のカリスマへ 

 トラブルで番組から消えた小林幸子さんは現在、

オタク界でカリスマ的な人気を誇っています。 

 たとえば、2014年夏には、世界最大の同人誌即

売会である「コミックマーケット」に、「5884組」（こば

やしぐみ）のという名で一般参加し、アルバム『さち

さちにしてあげる♪』を自ら手売り販売したところフ

ァンが 1kmほど並

ぶ大人気で、事前

に用意していた

1500枚は即完売、

買えなかった1000

人以上のファンに

小林さんが握手し

ながら謝罪、急遽ＣＤが限定発売されました。 

2014年11月のコンサート「50周年記念 小林幸

子 in日本武道館」では若い観客が詰めかけインタ

ーネットで中継されるほどの人気でした。 

 

新しい価値の創造 

 常識で考えると「演歌」を好むのは年配者、若者

は演歌を聞かない・・。しかし、本来の演歌歌手と

いう立ち位置を失った小林さんは「ボスキャラ」とい

う新しい場所を見つけ出したのです。 

 誰もが思う小林さんの「豪華な衣装と派手な舞台

装置」で演歌を歌うというイメージ、そこにゲームや

ネット、アニメ等のオタク文化が融合し、まさに・・ま

ったく新しいジャンルが誕生しました。 

 ゲームで繰り返し繰り返し敵と戦い、最後に立ち

はだかる最強の敵「ラスボス」と幼い頃から見てい

た紅白のトリとして最後に巨大な衣装で登場する

小林さん・・このイメージがオタク世界の住人の心を

捉えたのでしょう。 
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注目すべき

は「ラスボス」と

の称号を与えら

れるまでの小林

さんの努力です。

テレビ番組から

消えた以後、イ

ンターネットに動画を積極的に投稿する一方、若

者が集まるイベントでCDを自ら売り歩くといった地

道な努力を積み重ねたのです。新しい居場所を開

拓するまでの思いは成功と言う簡単な単語で言い

尽くせない試練と困難があった事でしょう。 

 

ＮＨＫのしたたかさ 

現在、テレビ番組は地上波、衛星、ネットなどコ

ンテンツが増えすぎて視聴者は分散されています。

ＮＨＫ紅白の宣伝ホームページによると「今やイン

ターネット動画サイトやコミックマーケットなど若者

カルチャーの中で『ラスボス』と呼ばれカリスマ的な

人気を誇る小林幸子が、今年の紅白で、ネットカル

チャーと融合し、どんな進化形“小林幸子”を見せ

てくれるのか！？」とちゃっかりＰＲしています。 

 小林さんやＮＨＫのみならず、私たちにとっても

「脱」常識の発想で新しい価値の創造、市場の開

拓が必要ですね・・。 

 

 

会社の健康診断として経営分析を行っていますので担当者にお尋ね下さい。また、

お知り合いの経営者でお悩みの方がおられましたらお気軽にご相談ください。 

 

今月の経営数値 ： 労働分配率  （粗利に占める人件費の割合） 

 

今月のことば 

 

大事なことは、君の頭の中に巣くっている常識という理性を綺麗さっぱり捨

てることだ。 

もっともらしい考えの中に新しい問題の解決の糸口はない。 

 

トーマス・エジソン 
編集後記： 

今回の小林さんの復活劇はまさに「ピンチをチャンスに変えた」ストーリーです。過去の栄光にしがみつき、

クヨクヨし愚痴ばかりこぼしていては自分のみならず、まわりも巻き込みます。「脱」常識、「非」常識で新たな

チャンスを掴み取りましょう。ちなみに・・紅白を見る習慣が無い我が家の息子（大学生）でも小林さんを知っ

ていました。ビックリです・・（寿） 

 

当事務所のお客様の最近の黒字決算割合（ＴＫＣが証明するデータを使用しています） 

最近1年間：60.0％ 黒字決算を目指しましょう！ 
 

事務所からのお知らせ 


